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事 業 計 ↹ 

 

Σ ᐔ成㧞㧡ᐕ度運営方針  

福祉公社ޟޔߪ૑ߺᘠれߚとߎろߢ৻生をޠの理念のਅޔ昭和 55 ᐕに設立

ᐔ成ޕߚߒ߹ߒ財団法人の⹺可をข得ߪれᐔ成元ᐕにߐ 25 ᐕ度ߪ公益⹺定

を受けޔ公社の新ߥߚ出発とߥり߹ޕߔ公益法人の㊀要ߥ要素の৻ߟにޟ法

人イトヂンス߇ޠあり߹ߎޕߔのߎとを実現ߔる߼ߚに自ᓞ性の高い公社運

営を目指ޕߔ߹ߒ  

事業面ޔߪߢ公社の発足時と社会ン経済情勢߇大ߊ߈変わߚߞ中ޔ基幹事

業の৻ߢߟある有償在宅福祉サヴビス事業を抜本的に見直ޔߒ新ߥߚ権利擁

護事業߳の転換を目指ߡߒいޕߔ߹߈  

武蔵㊁市ޔߚ߹ (એਅޟ市ޠというޕ)߆らの指定管理事業ߢある武蔵㊁市

立高齢者総合センタヴ (એਅޟ高齢者総合センタヴޠというޕ)及び武蔵㊁市

立ർ↸高齢者センタヴ (એਅޟർ↸高齢者センタヴޠというޕ)の運営に関ߒ

ᐔ成ޔ߽ߡ 27 ᐕ度よりの指定管理を獲得ઁߊߴߔの事業者との競੎に耐え

うる事業運営を目指ޔߒ現状に満足ߔるߎとޔߊߥ公社の持ߟテウデウを生

߹߈いߡߒ運営体制の強ൻを目指ߥより良いサヴビス提供と効率的ߚߒ߆

ޕߔ  

ߡける課題解決に向け߅各事業にޔ本ᐕ度߽中長期事業計↹に則りޔ߅ߥ

のขり組ߺを行ߡߞ߹いり߹ޔ߇ߔ本ᐕ度ߘޔߪの中ޔߢ次の 4 項目を㊀点

項目と૏置ߠけޔ精力的にขり組んߢ߹いり߹ޕߔ  

 

(㊀点項目 ) 

 㧝  財政健全ൻ計↹の策定  

公益法人とߡߒ運営基⋚を強ൻޔߒ良質ߥサヴビスの提供を持⛯可能

のߢ各部門ޔߒらの脱却を目指߆赤字体質ߥᘟ性的ޔ߼ߚるߔのと߽ߥ

事業収支の均衡を図る方策を検討ޕߔ߹ߒ  

 

 㧞  有償在宅福祉サヴビスと権利擁護事業の事業変更及び体制整備  

有償在宅福祉サヴビスにߟいޔߪߡ過去に߽公社߇設置ߚߒ有識者会

議に߅いޟߡ有償在宅福祉サヴビス事業と権利擁護事業の統合ޠに関ߔ

る提言をいߛߚいޔ߇ߚߒ߹߈ߡᐔ成 24 ᐕ度に市߇設置ޟߚߒ福祉資金

貸付制度見直ߒ検討委員会ߐߢޠらߥる提言をいߎߊߛߚととߥり߹ߒ

事業再構築の準備期間ߥ本格的ޔߪ本ᐕ度ޔߒ߆れらの提言を生ߎޕߚ

とޔߒᐔ成 26 ᐕ度実施を目途に事業の抜本的ߥ見直ߒを図り߹ޕߔ  

 

 



 

  
 2 

 

  

㧟  福祉公社の経営を担う人材の育成体制の整備  

公社ޔߪ市派遣職員 6 人ޔ固有職員 27 人ޔ準職員 70 人 (臨時職員含߻ ޔ(

ネヤッェスヘルパヴ 22 人ޔ⊓録ヘルパヴ 98 人の 223 人の職員ߢ事業を

行ߡߞい߹ޕߔ੹後ޔ市の派遣職員の引߈਄߇ߍ想定ߐれる中ޔ職員৻

人৻人の質の向਄߇緊急ߥ課題とߡߞߥい߹ߘޕߔのޔ߼ߚ職員の育成

を㊀点的に行うとと߽にޔゥホモ゚パス制度の積極的ߥ活用ޔ人事評価

制度の೚新等を行いޔ職員の質の向਄を目指ޔߚ߹ޕߔ߹ߒ合わߡߖ福

祉ਃ団体ߢの連携による人材育成にߟいߡ検討をㅴޕߔ߹߼  

 

  㧠  大規模災害時に置ける危機管理体制の整備  

東日本大震災の教訓を踏߹えޔ利用者の生活ޔ市民福祉を確保ߔるߚ

ޔ⛯⛮災害発生時のサヴビスのޕߔߢ急務߇危機管理体制の整備ޔߪに߼

福祉避難所の設営等にߟいޔߡ市の防災計↹に沿う形ߐߢらに体制の整

備をㅴߡ߼߹いり߹ޕߔ  

 

 

財団法人武蔵㊁市福祉公社     

理事長  長  澤  博  暁     
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Τ 本部事業㧔295,424 千円㧕                

 

●有償在宅福祉サヴビス事業及び権利擁護事業等㧔 122,548 千円㧕  

       

㧝  有償在宅福祉サヴビス事業㧔 73,156 千円㧕  

本公社ߪ創業当初߆ら利用者߳の身਄配慮サヴビスߢある基本サヴビス

とޔ家事援助等の個別サヴビスを提供ߡߒい߹߇ߥߒ߆ߒޕߔらޔ個別サヴ

ビスの柱とߡߒいߚ૑民参加型在宅サヴビス㧔協力員߇担い手とߥる家事援

助介助サヴビス㧕ޔ各種個別サヴビスの役割ޔߪ介護保険の実施等社会状況

の変ൻにより相ኻ的にߘの役割߇ૐਅߡߒい߹ޔߚ߹ޕߔ財政的に見߽ߡ事

業発足߆ら現在に至る߹ߢの間ޔ利用料金やサヴビス提供体制の変更をほと

んߎߚߞ߆ߥߎߡߒߤとޔ߇本公社の赤字の৻因とߡߞߥい߹ߎޕߔれらの

ᐔ成㧞㧠ᐕ度にޔ߼ߚを行うߒ有償在宅福祉サヴビス事業の見直ޔら߆とߎ

市߇設置ߚߒ有識者によるޟ武蔵㊁市福祉資金貸付制度見直ߒ検討委員会ޠ

に߅いޔߡ福祉資金貸付事業と表裏৻体ߢある有償在宅福祉サヴビス事業の

あり方にߟい߽ߡ検討を頂い߅ߡり߹ޕߔ  

ᐔ成 25 ᐕ度ߎޔߪの委員会の答申を基にޔᐔ成 26 ᐕ度の新ߥߚ事業展開

を行う߼ߚの準備期間とޔߡߒパノモッェコベンダや現利用者の意見等を加

味ߚߒ਄ޔߢ新事業体系の決定ޔ運営体制の整備及び広報等を行い߹ޕߔ  

 

㧞  啓発普及事業㧔 2,681 千円㧕  

本ᐕ度߆らޟ市民の߼ߚの老いߊߚߓ講ᐳޠを毎᦬開催ߔるとと߽にޟޔ出

張講ᐳޠに߽積極的にขり組ޔߺ゠ンデ゛ンエテヴダを߼ߓߪ遺言ン財産ン

相⛯等に関ߔる相談を積極的に受けޔ権利擁護事業ޔ成ᐕ後見制度等の啓発

普及事業をޔ高齢市民のߥߺらޔߕ親の介護に備えるハヤ介護市民に向けߡ

߽積極的に展開ߡߒいޕߔ߹߈  

ߒ地域包括支援センタヴと協働ߪޠン成ᐕ後見相談会ߊߚߓ老いޟޔ߅ߥ

各種福祉ޔߺᖠߥ生活਄の様々ޔ弁護士による法ᓞ相談ޔ߆ほߊいߡ߼ㅴߡ

サヴビスの利用に関ߔる総合相談を行い߹ޕߔ  

ߡい߅੹後と߽障害福祉部門にޔߡ障害者総合支援法の施行をうけޔߚ߹

の権利擁護事業を支援いޕߔ߹ߒߚ具体的にޔߪ知的障害者及びߘの支援者

㧔団体㧕との連携を強ൻޔߒ後見ޔ補૒及び補助業務を適ᱜに行うߎとߢ߇

ߒߚ啓発普及活動を実施いޔの研修߼ߚる人材の育成及び制度活用を図る߈

ޕߔ߹  

 

㧟  権利擁護事業㧔 20,339 千円㧕  

本事業ޔߪ独居高齢者をኻ象とߚߒ財産保全サヴビスを前身とߔる独自事

業とޔߡߒ昭和 59 ᐕに始߹り߹ޕߚߒ総合的ߥ利用者支援を担う有償在宅
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サヴビスの財産管理面の性格を有ޔߒ財産管理とߎれに付㓐ߔる相談支援や

調整活動をౝ容とߡߒい߹ޕߔ  

本ᐕ度ޔߪ人員体制を強ൻߎޔߒれ߹ߢに蓄積ߚߒテウデウを駆使ޔߒ利

用者の権利を቞ると߽にޔ市ౝ各機関߆らの困難事例の相談に応ޔߓ虐待や

消費者被害等のኻ応の߼ߚの調整活動ޔ連絡会議ߢߤߥの事例やኻ応方法の

紹介ߤߥスヴパヴトイゲ的役割を担い߹ޕߔ  

ޠ福祉サヴビス利用援助ޟޠ利用者サフヴダޟるߔ福祉サヴビスに関ޔߚ߹

及びޟ苦情ኻ応機関とߡߒの苦情ኻ応ޠ㧔ޔߒߛߚ介護保険サヴビスに関ߔ

る߽のを除ޕߊ㧕を行ߡߞいるとߎろߘޔ߇ߔߢの体制強ൻと積極的㧼㧾を

ㅴޕߔ߹߼  

武蔵㊁市福祉資金貸付ޟ有識者によるߚߒ設置߇ᐔ成㧞㧠ᐕ度に市ޔ߅ߥ

制度見直ߒ検討委員会ޠに߅いޔߡ有償在宅福祉サヴビス事業とと߽にߘの

あり方を検討頂い߅ߡり߹ޕߔᐔ成 25 ᐕ度ߎޔߪの委員会の答申を基にޔ

ᐔ成 26 ᐕ度の新ߥߚ事業展開を行う߼ߚの準備期間とޔߡߒパノモッェコ

ベンダや現利用者の意見等を加味ߚߒ਄ޔߢ新事業体系の決定ޔ運営体制の

整備及び広報等を行い߹ޕߔ  

生活保護受給者金銭管理支援業務にߟいޔߡ市より委託の打診を受けߡい

るߎと߆らޔ市の事業実施及び委託の決定߇あり次第ߎޔれを受任ޔߒ新ߚ

にޔ心身の疾患や障害等様々ߥ事情によりޔ生活保護費等の金銭を適ಾに管

理ߕ߈ߢ生活に支障をߡߒߚ߈いる生活保護受給者にኻޔߒ቟定ߚߒ社会生

活を営߼るようにޔ市担当課ޔ生活保護受給者と公社のਃ者の協議により定

経費の支払いのઍޔ生活保護費等の収入管理ޔ߈ߠ個々の支援計↹に基ߚ߼

行ޔ金銭管理支援等にଥる相談ኻ応を行い߹ޕߔ  

  権利擁護ヤスゥュヴ及び身元保証サヴビスの検討にߟいޔ߽ߡ引߈⛯߈行

ޕߔ߹߈いߡߞ  

 

㧠  地域福祉権利擁護事業㧔 4,170 千円㧕  

東京都社会福祉協議会߆ら受託ޔߒ基幹事業所とߡߒ本事業を行い߹ޕߔ

本制度の利用者の利益を保護ޔߒ利用者にଥるઁの福祉サヴビス関ଥ者と連

携ޔߒ日常生活を営߻਄ߢ必要ߥ福祉サヴビスの利用支援に৻層ദޕߔ߹߼ 

 

㧡  成ᐕ後見事業㧔 22,202 千円㧕  

本市成ᐕ後見推ㅴ機関とޔߡߒ後見ッヴゲを有ߔる市民に実践的ߟ߆ৼ寧

任意後見サヴビスޔらに法定後見ߐޕߔ߹の支援を行いߡ立ߒ成ᐕ後見申ߥ

を提供ߎޕߔ߹ߒれ߹ߢ積ߺ㊀ߚ߈ߡߨ利用者支援の方法を生ޔߒ߆法ᓞ行

ὑに限らߕ周辺߳のኻ応߽行いޔ利用者の暮らߒを支援ޕߔ߹ߒ更にޔ市長

による成ᐕ後見申立ߡの成ᐕ後見人等を受任ޕߔ߹ߒ  

市民後見人育成にޔߪߡߒ߹߈ߟ本ᐕ度߽引ޟ߈⛯߈後見人等候補者養成

事業ޠによる社会⽸献型後見人の受講生を推薦ߔるとと߽にޔ修了者にኻߔ
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るネァュヴ゚ッハ研修を実施ޔߒ社会⽸献型後見人の育成にขり組んߢい߈

ᐔ成߇東京都ޔߚ߹ޕߔ߹ 25 ᐕ度を持ߡߞ養成事業を終了ߔるߎと߆らޔ

੹後の育成にߟいޔߪߡ研修の実施体制ޔ運営方法等をޔ東京都のޟ後見人

等候補者養成の要請にଥる検討委員会報告書ޠの報告を受けޔߡ市や近隣市ޔ

社会福祉協議会と調整߇ߥߒら研究ߡߒ߹いり߹ޕߔ  

ޕߔ߹߼トッェ゚ッハ体制の強ൻにദޔ߽ߡいߟ後見⋙督業務にޔߚ߹  

 

●居宅介護支援事業及び訪問介護事業㧔 172,876 千円㧕          

 

㧢  居宅介護支援事業㧔 14,347 千円㧕  

介護保険法に基ߊߠ居宅介護支援事業を実施ޕߔ߹ߒ多ߊの課題を持ޔߜ

多機関連携߇必要ߥ場合߽ޔ積極的ߥ受け入れをޔߒ調整機能を果ޔߒߚ自

立ߚߒ生活を支える支援を行い߹ޔߚ߹ޕߔ主任ォ゚ブヅグホヴを配置ޔߒ

体制を整備ߔるߎとにより介護保険制度に߅ける体制加算Τをข得ޔߒ収入

の቟定を図り߹ޕߔ  

武蔵㊁市居宅介護支援事業所連絡協議会の幹事とߡߒ高齢者の日常生活

に߅ける様々ߥ課題の抽出ޔኻ応策の検討ޔォ゚ブヅグホヴ߇઀事をߒやߔ

い環境ߊߟりの提案等ߡߒいޕߔ߹߈  

 

㧣  訪問介護サヴビス事業㧔 121,686 千円㧕  

介護保険法に基ߊߠ訪問介護サヴビス事業を実施ޕߔ߹ߒ体制整備߇ㅴ߼

られߡいる地域包括ォ゚に߅いޔߡ多機関ン多職種連携ޔߚ߹ޔ当事業所と

ޕߔ߹߈いߡߒኻ応ޔら߇ߥߒ担える地域߳の役割߽意識ߡߒ  

サヴビス提供体制とޔߪߡߒチヴムォ゚を推ㅴޔߒォ゚ౝ容の標準ൻをㅴ

ޕߔ߹ߒるよう整備߈ߢサヴビスを提供ߥ適ಾߢより቟心ޔߢとߎる߼  

ߥ手薄ޔ߇ߔ߹いߡߒォ゚を提供ߓ現在ᐔ日と同ޔߪߡい߅␸日にޔߚ߹

土日のォ゚にߟいޔߪߡ本ᐕ度に߅いߡチヴムォ゚及びネヤッェスヘルパヴ

の活用等の検討を行ߡߞいޕߔ߹߈  

市ౝの訪問介護事業所のサヴビスの質の向਄にขり組ޔ߼ߚ߻介護技術向

਄ޔ医療補助ォ゚ޔ倫理ン法઎㗅቞等の研修を実施ޔߟߟߒ各事業所職員߇

参加ߒやߔい研修体系にߟい߽ߡ検討ߡߒいޕߔ߹߈  

サヴޔߪߡいߟ収益にߚߒᐔ成㧞㧠ᐕ度の介護報酬改定によりᖡൻޔ߅ߥ   

ビスの質を維持ޔ߽ߟߟߒ人員配置の見直ޔߒ業務の効率ൻߤߥによりޔ収

支改善を目指ޕߔ߹ߒ  

 

㧤  居宅介護サヴビス事業㧔 10,023 千円㧕  

障害者総合支援法に基ޔ߈ߠ地域に߅いޔߡ日常生活の自立を支援ޔߒ在

宅生活を⛮⛯ߡߒい߼ߚߊの支援をߡߒいޕߔ߹߈  
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㧥  生活支援事業ޣ受託事業ޤ㧔 21,321 千円㧕  

武蔵㊁市単独事業ߢある日常生活支援ヘルパヴ派遣ޔ⹺知症見቞り支援事

業を実施ߘޟޕߔ߹ߒの人に応ߚߓ自立ޠをଦޔߒ地域ߢ቟心ߡߒ૑ߺ⛯け

られる߼ߚに的確ߥ支援を行うߎとޔߢ介護保険によらߥい高齢者の在宅生

活の質を高߼る৻環とߡߒの役割を担い߹ޕߔ  

 

10 ホヴムヘルパヴ養成等講習事業㧔 5,499 千円㧕  

制度改ᱜによりޔᐔ成㧞㧡ᐕ度߆らޟホヴムヘルパヴ㧞級養成講習ޠをޟ介

護職員初任者研修ޠに改ޔ߼研修ౝ容を変更の਄ޔ実施ޕߔ߹ߒ介護福祉士

の養成体系の入口とޔߡߒ専門知識のߥߺらޔߕ福祉保健の中ߢの役割やޔ

幅広い視㊁を持ޔߜ主体的にขり組んߢいける専門的ߥ人材を育成ޕߔ߹ߒ 

ߚ講習終了後৻定時間実務に就いޔ੹ᐕ߽ޔ߼ߚの研修受講者の支援のߎ

受講生にޔߪ講習費の㧤割を返還ߔるޟォ゚ゥホモ゚㧞㧡ޠを行い߹ޕߔ  

⹺知症高齢者見቞り支援事業を担うヘルパヴの養成及びネァュヴ゚ޔߚ߹

ッハの߼ߚの研修߽引߈⛯߈実施ޕߔ߹ߒ  

 

Υ 高齢者福祉施設の管理運営等受託事業㧔 374,903 千円㧕    

 

●  高齢者総合センタヴ受託事業㧔 294,025 千円㧕            

高齢者福祉に関ߔる地域の社会資源ޔ地域作りの核とߥる運営を第৻と心

得ޔ高齢者総合センタヴの諸事業のౝޟޔセンタヴの管理運営ޟޔޠデイサヴ

ビス事業ޟޔޠ社会活動センタヴ事業ޠの㧟事業をޔ市より指定管理事業とߒ

ޔの㧞事業をޠ補助器具センタヴ事業ޟޔޠ在宅介護支援センタヴ事業ޟޔߡ

市߆らの受託事業とߡߒ実施ޕߔ߹ߒ  

れらの事業を市の第ߎ 5 期長期計↹ޔ健康福祉総合計↹に謳われߡいる理

念に沿いߟߟ実施いޕߔ߹ߒߚ  

 

11 高齢者総合センタヴの管理運営事業ޣ指定管理事業ޤ㧔 60,474 千円㧕 

高齢者福祉の地域資源ߢあるセンタヴの管理運営を受託ޔߒ実施ޕߔ߹ߒ 

 

12 在宅介護支援センタヴ事業ޣ受託事業ޤ㧔 58,689 千円㧕  

在宅の要介護高齢者等にኻޔߒ在宅介護に関ߔる総合的ߥ相談に応ޔߓ保

健ン福祉の各種サヴビスを総合的に提供ߔる߼ߚにޔ専門職による在宅介護

支援事業を行い߹ޕߔ  

地域ッヴゲのޔとߺいる独居高齢者等のቅ立防ᱛのขり組ߡߒ急増ޔߚ߹

把握のޔ߼ߚ従前よりㅴߚ߈ߡ߼民生委員ޔ地域福祉の会ޔ東京都૑宅供給

公社ޔ地域諸団体等との連携強ൻを更にㅴޔ߼地域包括ォ゚推ㅴの߼ߚに地

域ヅッダワヴェ会議㧔仮称㧕を組織ޕߔ߹ߒ  
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家族介護者支援にߟいޔߪߡ現在介護を担ߡߞいる家族等の集いߢある

セߪߡいߟれにߎޕߔ߹ߒ相談や情報交換の場とޔߒを開催ޠりの輪ߤߺޟ

ンタヴのઁ部署の各機能を活用ޔߡߒ機能的ン有機的に支援を行い߹ޕߔ  

スタッネの資質向਄の߼ߚにޔ各種研修会߳の参加や日常業務に߅けるチ

ヴム制や㧻ＪＴにより職員の育成ޔ資質向਄を図り߹ޕߔ  

地域包括支援センタヴノメンチ事業及びᐔ成ޔ߅ߥ 22 ᐕ 10 ᦬より受託を

開始ߚߒ都営第 3 武蔵㊁゚パヴダクルトヴヌ゚生活援助員㧔Ｌ㧿Ａ㧕業務ޔߪ

引߈⛯߈受託ߒ実施ޕߔ߹ߒＬ㧿Ａにߟいޔߪߡㅳ 1 回ޔクルトヴヌ゚清岳

苑߳の出張業務を新ߚに担い߹ޕߔ  

 

13 補助器具センタヴ事業ޣ受託事業ޤ㧔 22,206 千円㧕  

福祉用具の選定ン使用ޔ૑宅改修の実施ޔ加齢等により日常生活に支障の

ある市民の生活動作の習得等のಽ㊁にߟいޔߡ作業療法士ޔ߇当⹥市民やߘ

の家族ޔォ゚ブヅグホヴ等に゚チトイスߒ支援ߎޕߔ߹ߒのಽ㊁の全市的ߥ

社会資源とޔߡߒ十全に専門性を発揮ߎޔߚ߹ޕߔ߹ߒのಽ㊁にଥる民間事

業者やォ゚ブヅグホヴの実務能力向਄のޔ߼ߚ新ߚに講習を実施ޕߔ߹ߒ  

ޔߡいߟ組織ン機能のあり方にޔら߆地域モデビモゾヴクョンの観点ޔ߅ߥ

੹後と߽ޔ市と協議ン検討を行い߹ޕߔ  

 

14 デイサヴビスセンタヴ事業ޣ指定管理事業ޤ㧔 96,276 千円㧕  

在宅の要介護高齢者߇可能ߥ限り自立ߚߒ日常生活を営ߎ߻と߈ߢ߇る

ようޔ必要ߥ日常生活਄の世⹤及び機能訓練サヴビスを提供ޔߒ利用者の社

会的ቅ立感の解消ޔ心身機能の維持向਄及びޔ介護を担う家族の身体的ン精

␹的⽶担の軽減を図り߹ޕߔ  

要介護度߇高いߏ利用者߇多いのޔߢ運動機能向਄ハュエメムと入浴サヴ

ビスに注力ߡߒサヴビスを提供いߘޔߚ߹ޕߔ߹ߒߚのようߥ利用者像߆らޔ

クョヴダスゾイޔ入院のモスェ߇高ޔߊ቟定ߏߚߒ利用者確保߇難ߒい中ޔ

利用者の቟心ン቟全のߥߺらߏޔߕ家族の皆様の቟心とヤスパイダ機能を十

ಽに果ߖߚるサヴビス提供体制を整えるߎとを目指ޕߔ߹ߒ更にޔ在宅介護

支援センタヴޔ補助器具センタヴと協働ޔߡߒ৻般の家族介護者支援に߽当

ޕߔ߹りߚ  

ߔ催߇近隣の未就学児をセンタヴޔߡߒ福祉資源とߚれ߆地域に開ޔߚ߹

ቄ節行事に招ߘޔ߈の保護者等や地域団体との交流を行いޔ૑民の福祉ブイ

ンチの醸成やピメンゾ゛゚の育成を目指ޕߔ߹ߒ  

ピメンゾ゛゚募集にߟいޔߪߡピメンゾ゛゚センタヴ武蔵㊁߳の協力依頼

や地域૑民߳の紹介依頼ޔ社会活動センタヴ受講生߳の働߆߈けޔߤߥ様々

にኻ応ߡߒ߹いり߹ޕߔ秋の作品展ߪ社会活動センタヴのふれあい文ൻ祭と

共催ߡߒ実施ޕߔ߹ߒ  

市ౝデイサヴビスセンタヴの幹事事業者とޔߡߒ市ౝの事業者のォ゚水準
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の向਄を主ዉޔߒ情報発信の᜚点とߡߒの役割を担いޔ相互交流ޔ情報交換

と自主勉強会を定期的に実施ޕߔ߹ߒ  

 

15 社会活動センタヴ事業ޣ指定管理事業ޤ㧔 56,380 千円㧕  

市の指定管理者とߡߒ事業を実施ޔߒ市によるペッタモンエߡߒ⛯⛮ߢの

高評価を目指ޕߔ߹ߒ講ᐳ運営を通ߡߒ利用者にޔ健康増ㅴޔ教養ン趣味活

動の深ൻޔ仲間作りの機会等を提供ޔߚ߹ޕߔ߹ߒ核家族ൻのㅴ行ߔる現在ޔ   

ዊ学生と高齢市民との߇ߥߟりをߋ߻ߟ世ઍ間交流事業等を実施ߎޕߔ߹ߒ

れらにより利用者߇介護੍防を実践ޔߒ自ら主体的に健康長ኼの生活を送れ

るように支援ޕߔ߹ߒ高齢者の生߇߈いと健康ߊߠり増ㅴ事業ޟ地域健康ェ

メノޠをコプュッゾ゛センタヴ等 18 会場にߡ 21 コヴスを実施ޕߔ߹ߒ  

゚ンォヴダ調査ޔ利用者の要望ߤߥを踏߹えޔ講ᐳの変更ン廃ᱛ等を行いޔ

੹ᐕ度ޔߪ参加希望者の減ዋ等により㧞講ᐳを廃ᱛޔߒ新規に要望の多ߞ߆

利ޔ新規利用者の᜛大を図るとと߽にޔߍ਄ߜコヴメス講ᐳ等㧞講ᐳを立ߚ

用者満足度の向਄を図り߹ޕߔ社会活動センタヴの受講生ߪ主に健康長ኼの

方々ޔ߇ߔߢ੹後ߪ様々ߥ身体状況の利用者߳のኻ応߇必要ޕߔߢ੹ᐕ度ߪ

ピメンゾ゛゚センタヴ武蔵㊁等ޔߡいߟのサフヴダピメンゾ゛゚に߼ߚのߘ

の協力を得ޔߡ主体的にኻ応ߡߒいޕߔ߹߈  

自ޟるߔ構成ߢに社会活動センタヴの講ᐳ修了者と現在受講者ߚ新ޔߚ߹

主エルヴハޠの活動を支援ߔるޔ߼ߚ施設ン備品等の貸ߒ出ߒ方法等にߟい

ޕߔ߹ߒ整備ߡ  

地域の福祉資源ߢあるセンタヴޟޔ߇地域ߢ支え合いޔ቟心ߡߒ暮らߒ⛯

けられる߹ߊߠߜりޠに果߈ߴߔߚ役割を推ㅴߔる৻環とޔߡߒ昨ᐕ度のふ

れあい文ൻ祭に߅いޔߡ初ߡ߼地域交流コヴヂヴを設け߹ޔ߇ߚߒ੹ᐕ度ߪ

受講生に߽呼び掛けޔ更に地域活動を推ㅴߔる߼ߚのข組を行い߹ޕߔ  

の事業形態ンߘ本ᐕ度߽ޔߪޢと߽ߟ߹ふれあいޡあるߢ自主事業ޔ߅ߥ

事業ౝ容の変更等の検討を⛮⛯ߡߒ行い߹ޕߔ  

 

●  ർ↸高齢者センタヴ受託事業㧔 80,878 千円㧕  

             

16 ർ↸高齢者センタヴ受託事業ޣ指定管理事業ޤ㧔 80,878 千円㧕  

市の指定管理者とޔߡߒセンタヴの管理運営ޔデイサヴビス事業㧔コプュ

ッゾ゛ォ゚サュン㧕及びዊ規模サヴビスデウス事業を実施ޔߒ市によるペッ

タモンエߡߒ⛯⛮ߢの高評価を目指ޕߔ߹ߒ  

設立એ来ޔセンタヴߪ地域૑民ピメンゾ゛゚による支援ޔ協働により運営

ߢ福祉資源ޔߒ地域の諸団体と更に交流ߡߒれを財産とߎޕߚߒ߹߈ߡれߐ

あるセンタヴޟޔ߇地域ߢ支え合う福祉の߹ߊߠߜりޠに果߈ߴߔߚ役割を

念頭に置߈事業をㅴޔߚ߹ޕߔ߹߼本ᐕ度߽定期的にピメンゾ゛゚を募集ޔߒ

新ߥߚ人材の確保を図るとと߽にピメンゾ゛゚の育成にദޕߔ߹߼  
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デイサヴビス事業に߅いߏޟޔߪߡ利用者߇楽ߊߒ過ߖߏるセンタヴを目

指ޠߔという基本方針に基ޔ߈ߠ世ઍを超えߚ交流の場とߡߒのޟコプュッ

ゾ゛ォ゚サュンޠと言う設立時߆らの独自の気風を維持ߏޔߒ利用者の趣味

活動や生߇߈いޔ心理的支援によるޟ支えられ感の醸成ޠに㊀点を߅いߚ運

営を心掛け߹ޔߚ߹ޕߔォ゚ブヅグホヴ等専門職との連携により稼働率 90％

超を目指ߔようദߎޕߔ߹߼れらをߏޔ利用者とߘの家族ޔスタッネޔ福祉

関ଥ者ޔ地域૑民と৻体とߡߞߥ遂行ޕߔ߹ߒ  

土曜日のサヴビス提供時間の延長にߟいޔߪߡ利用者ッヴゲやサヴビス提

供体制を総合的に考察ޔߒ市と協議の਄ޔ本ᐕ度に߅いߡ方向性を߹と߼߹

ޕߔ  

ዊ規模サヴビスデウスに関ޔߪߡߒ日々の見回りや設備点検等により入居

者の቟全と衛生確保を図り߹ޕߔ入居者個々のッヴゲに応ߚߓ的確ߥ相談援

助を行いޔコプュッゾ゛ォ゚サュン߳の参加等を加味ߘޔߡߒの自立ߚߒ生

活を維持߈ߢるよう支援ޕߔ߹ߒ  

 

Φ 管理費㧔106,063 千円㧕                 

 

17 管理費㧔 106,063 千円㧕  

 

(1) 福祉公社の組織運営事業  

理事会ン評議員会の運営ޔ人事管理ޔ財務管理ޔ基本財産ン老後福祉基

金の管理運用ޔ本社社屋の施設管理等ޔ公社߇円滑に事業を実施ߔる߼ߚ

に必要ߥ組織の運営を行い߹ޕߔ  

 

(2) 財政健全ൻ計↹の策定  

公社ޔߪ職員給与の格付け是ᱜޔ職員数の削減ޔ時間外勤務の縮減߳の

ขり組ߤߥߺ人件費の࿶縮のઁޔ物件費の抑制に߽ദޔ߼財政健全ൻに向

けߚขり組ߺを行ޔ߇ߚߒ߹߈ߡߞ収支相償に向け߽ߪߡう৻段デヴチル

を越える必要߇あると考えߡい߹ޕߔ৻方ޟޔߢ地方公共団体の財政の健全

ൻに関ߔる法ᓞޠの趣旨やᐔ成 24 ᐕ度に市߇実施ޟߚߒ財政援助出資団体

の調査及び在り方に関ߔる検討報告書ޠのౝ容を基にޔ事業のあり方にߟ

いߡ市との調整߇必要とߡߞߥい߹ߎޕߔのߎと߆らޔ本ᐕ度ޔߪ事業改

変ޔサヴビス提供の効率ൻと合理ൻޔ経費の削減ߤߥを計↹的にㅴ߼るߚ

ޕߔ߹いり߹ߢ財政健全ൻ計↹の策定にขり組んޔ߼  

 

(3) 人材の育成  

市の財政援助出資団体とޔߡߒ支援の৻環とޔߡߒ市߆らの職員派遣を

受けߡい߹ޕߔᐔ成㧞㧠ᐕ度に߅いޔߡ市より市派遣職員の削減方針߇示
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る人事体制の整備߈ߢ市派遣職員の段㓏的削減にኻ応ޔとを受けߎߚれߐ

とޔ੹後の自立ߚߒ法人運営を担える人材の育成を行うޔ߼ߚ人事評価制

度ޔ昇任ޔ昇格制度の見直ߒや各種研修を行ߡߞいޕߔ߹߈  

団体ઁޔ相互派遣ޔߊߥߢけߛいる市߳の派遣研修ߡߒ現在実施ޔߚ߹   

との人事交流߽研究ߡߒ߹いり߹ޕߔ  

 

(4) 危機管理体制の整備  

ᐔ成㧞㧟ᐕ㧟᦬㧝㧝日の東日本大震災による避難者ޔߪ現時点߽ߢ㧟㧞

万人といわれߡい߹ޕߔ公社に߅いޔߪߡ㧞㧠ᐕ度߹ߢに危機管理ブッュ

゚ルの整備にขり組ߘޔߺれߙれのセェクョンߢ危機管理ኻ応を検討ߒ߹

ޔるとと߽にߔとにより課題を検証ߎを行うߤߥ実地訓練ߪ本ᐕ度ޔ߇ߚߒ

市の防災計↹とのߔり合わߖを行いޔ実効性の高い全体計↹の作成を目指

ޕߔ߹߈いߡߒ検討ߒ  

 

 (5) 広報の充実  

ᐔ成㧞㧠ᐕ度ޔߪ職員による広報検討体制を強ൻߔるޔ߼ߚ研修ン広報

委員会߆らޔ広報委員会を独立ޔߖߐ広報強ൻ策を検討ޕߚߒ߹߈ߡߒ  

本ᐕ度ߎޔߪの検討ౝ容を基にޔ広報委員会を核とޔߡߒ᦬刊広報⹹の

発刊を初߼とߚߒ新ߥߚ広報活動߳のขり組ߺを推ㅴޕߔ߹ߒ  

 


